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光を使って生体分子機能を特定の場所・タイミングで操作
する手法は、生命現象を理解するための技術として近年注
目されている。本研究ではこれらの手法に応用できるツー
ルとして、光刺激により生理活性物質や薬剤を放出 / 分解
できる化合物（光応答性プローブ）の開発を行っている。
近年の成果として、記憶形成に関与する遺伝子発現を紫外
光照射のタイミングでコントロールできることを報告した。
また、紫外光より低エネルギーの可視～近赤外光照射に応
答するプローブの開発にも取り組んでいる。
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